
絹
田
　
本
校
で
は
、「
好
き
を
極

め
ろ
！
」を
合
言
葉
に
、
生
徒

が
自
分
の
興
味
・
関
心
を
基
に

課
題
を
設
定
し
て
探
究
学
習
に
取
り
組
み
ま

す
。
生
徒
は
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
も「
失
敗
し
た

ら
ネ
タ
に
な
る
」と
、
前
向
き
に
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
突
き
進
ん
で
い
き
ま
す
。そ
の
マ
イ
ン

ド
と
行
動
力
は
、「
セ
ト
☆
フ
ェ
ス
」な
ど
を

通
じ
て
先
輩
か
ら
後
輩
に
受
け
継
が
れ
、文

化
と
し
て
根
づ
い
て
い
る
の
が
本
校
の
強
み

で
す
。た
だ
、
生
徒
の
課
題
は
食
品
ロ
ス
や
犬

猫
の
殺
処
分
、
ア
フ
リ
カ
の
貧
困
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
り
、
大
半
が
教
師
の
専
門
外
で
す
。

課
題
が
浅
い
場
合
も
少
な
く
な
く
、
探
究
学

習
を
深
め
る
た
め
の
支
援
が
必
要
で
し
た
。

久
米
　
発
表
で
は
提
案
の
根
拠

と
な
る
デ
ー
タ
の
提
示
を
重
視

し
て
い
ま
す
が
、
教
師
だ
け
で

は
十
分
な
支
援
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

新
た
な
支
援
策
を
模
索
す
る
中
、
そ
の
候
補

に
挙
が
っ
た
の
が
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
で
す
。

２
０
２
４
年
４
月
の
「
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」

（
＊
２
）
の
指
定
を
機
に
、
教
育
Ｄ
Ｘ
推
進
室

を
設
置
し
、
本
県
出
身
で
生
成
Ａ
Ｉ
の
研
究

者
の
笹
埜
さ
ん
と
連
携
し
て
、
探
究
学
習
に

お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
着
手
し
ま
し
た
。

つながり、伴走する教師たち

生徒と生成ＡＩが共創し、
生徒が自走する探究学習に

岡山県立瀬戸高校

テーマ 探究× 生成ＡＩ

笹
ささ

埜
の

健
けん

斗
と

社会情報学者。
同研究所上席所員。

絹
きぬ

田
た

昌
まさ

代
よ

同校に赴任して８年目。
キャリアデザイン室長。

久
く め

米託
たく

矢
や

同校に赴任して２年目。
教育ＤＸ推進室長。

探
究
学
習
を
深
め
る
新
た
な
一
手

と
し
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用

つ
な
が
り
の
目
的

生成ＡＩの活用場面を適切に組み込む
岡山県立瀬戸高校

生成ＡＩの活用法を提案
慶應義塾大学SFC 研究所×

〈瀬戸高校の探究学習〉　2016年度に、地域と連携したフィールドワークを軸とする探究学習を開始。17年度には、育成を目指
す資質・能力を「瀬戸高　６つの力」（＊１）と定義し、探究学習でもその育成に力を入れている。現在、１・２年次は好きなこと、
地域課題、SDGsなど、自分の興味・関心と結びつけた探究学習、２年次３学期はそれまでの探究学習と進路を結ぶ学び、３年次
は進路につながる探究学習を展開。年２回の校内発表会「セト☆フェス」や全国のコンテストなどで、生徒は探究学習の成果を発
信している。

＊１　６つの力は、「受け取る力、伝える力、つながる力、考える力、見つける力、より良くなろうとする力」を指す。
＊２　高校段階におけるデジタル等成長分野を支える人材育成の抜本的強化が必要として、文部科学省が 2024 年度に始めた事業で、正式名称は「高等学校ＤＸ加
速化推進事業」。初年度は、全国の公立・私立の高校、中等教育学校後期課程、特別支援学校高等部の 1,010 校が指定された。予算は、１校あたり 1,000 万円。
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笹
埜
　
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
人
間
が

「
使
う
」も
の
で
も
、「
任
せ
る
」

も
の
で
も
な
く
、「
共
創
」
す

る
友
だ
ち
の
よ
う
な
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
人
間
と
生
成
Ａ
Ｉ
が
協
力
し
、影
響
し

合
い
な
が
ら
、
新
し
い
価
値
や
知
識
を
創
造

し
て
い
く
の
で
す
。

　
探
究
学
習
に
お
い
て
も
生
徒
が
生
成
Ａ
Ｉ

と
共
創
で
き
る
よ
う
、「
瀬
戸
高
　
６
つ
の
力
」

を
探
究
学
習
に
落
と
し
込
ん
だ「
Ｆふ

ら

つ

く

Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｃ

サ
イ
ク
ル
」（
コ
ラ
ム
参
照
）を
踏
ま
え
て
、

探
究
学
習
の
各
工
程
で
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す

る
た
め
の
プ
ロ
ン
プ
ト
（
＊
３
）
を
開
発
し

ま
し
た
。
例
え
ば
「
Ｆ
型
（
課
題
の
設
定
：

Find

の
頭
文
字
）プ
ロ
ン
プ
ト
」で
は
、「
食

品
ロ
ス
」と
入
力
す
る
と
、生
成
Ａ
Ｉ
は
経

済
や
環
境
、文
化
な
ど
、様
々
な
視
点
の
課

題
を
提
示
し
ま
す
。
そ
し
て
、
生
徒
が
関
心

の
あ
る
課
題
や
課
題
に
取
り
組
む
人
・
目
的

な
ど
を
入
力
す
る
と
、生
成
Ａ
Ｉ
は
さ
ら
に

具
体
化
し
た
課
題
を
提
示
し
ま
す
。そ
の
よ

う
に
し
て
生
徒
は
生
成
Ａ
Ｉ
と
対
話
を
し
な

が
ら
考
え
を
深
め
て
い
き
、自
分
な
ら
で
は

の
課
題
の
設
定
が
で
き
る
の
で
す
。

　
今
年
７
月
に
行
っ
た
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
（
＊

で
は
探
究
学
習
の
工
程
を
後
戻
り
さ
せ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
笹
埜
さ
ん
に
そ
の

状
況
を
説
明
す
る
と
、
現
状
に
合
っ
た
学
び

に
な
る
活
動
に
修
正
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、生
徒
は
生
成
Ａ
Ｉ
の
有
用
性
を
実

感
し
、す
ぐ
活
動
に
取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。

笹
埜
　
現
在
、
国
の
Ｄ
Ｘ
リ
テ

ラ
シ
ー
標
準
を
基
に
、
Ｆ
Ｒ

Ａ
Ｔ
Ｃ
サ
イ
ク
ル
の
Ｆ
・
Ｒ
・

Ｔ
・
Ｃ
の
評
価
方
法
を
開
発
中
で
、
今
後
は

Ａ
の
評
価
方
法
も
開
発
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
同
校
の
探
究
学
習
の
肝
と
な
る
Ａ
を

評
価
す
る
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
、
生
徒
へ
の

教
師
の
声
か
け
や
支
援
が
よ
り
適
切
な
も
の

に
な
る
で
し
ょ
う
。

絹
田
　
生
徒
は
学
期
末
な
ど
に

「
瀬
戸
高
　
６
つ
の
力
」
の
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
で
自
己
評
価
を
し
て

い
ま
す
。
探
究
学
習
の
過
程
で
生
徒
の
行
動

を
評
価
す
る
場
面
が
で
き
れ
ば
、
生
徒
の
メ

タ
認
知
が
促
さ
れ
、
活
動
が
よ
り
充
実
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
今
、生
徒
は
、「
生
成
Ａ
Ｉ
さ
ん
、ま
た
間

違
え
て
い
る
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
、
論
文

や
デ
ー
タ
を
探
し
た
り
、「
Ｃ
ａ
ｎ
ｖ
ａ
」（
＊

６
）
で
資
料
を
見
や
す
く
作
成
し
た
り
す
る

中
で
、
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
、

探
究
学
習
を
深
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
生

成
Ａ
Ｉ
と
の
共
創
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

４
）
は
、「
Ｒ
型
（
情
報
の
収
集
：Receive

の
頭
文
字
）
プ
ロ
ン
プ
ト
」
でe-Stat

（
＊

５
）な
ど
か
ら
デ
ー
タ
を
見
つ
け
、「
Ｔ
型（
整

理
・
分
析
：Think

の
頭
文
字
）プ
ロ
ン
プ
ト
」

で
分
析
す
る
活
動
を
し
ま
し
た
。
探
究
学
習

が
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
チ
ー
ム
が
、「
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
必
要
な
デ
ー
タ
を
集
め
ら

れ
ず
に
い
た
が
、
こ
れ
な
ら
デ
ー
タ
を
見
つ

け
ら
れ
そ
う
」
と
、
熱
心
に
生
成
Ａ
Ｉ
と
対

話
し
て
い
た
姿
に
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
。

久
米
　
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
で
は
当

初
、Ｆ
型
プ
ロ
ン
プ
ト
を
学
ぶ

予
定
で
し
た
が
、多
く
の
チ
ー

ム
が
課
題
を
設
定
済
み
だ
っ
た
た
め
、そ
れ

つ な が り

共
創
の
た
め
の
プ
ロ
ン
プ
ト
を
伝
授
。

生
成
Ａ
Ｉ
と
友
だ
ち
に
！

探
究
学
習
に
こ
う
か
か
わ
っ
た

評
価
方
法
を
進
化
さ
せ
、

よ
り
充
実
し
た
支
援
・
活
動
に

今
後
の
探
究
学
習
を
展
望
す
る

設
立
　
１
９
０
９
（
明
治
42
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
１
６
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

国
公
立
大
は
、
新
潟
大
、
大
阪
大
、
島
根
大
、
岡
山
大
、

香
川
大
、
愛
媛
大
、
岡
山
県
立
大
な
ど
に
29
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
津
田
塾
大
、
京
都
産
業
大
、
同
志
社
大
、
立

命
館
大
、
近
畿
大
、
関
西
学
院
大
、
甲
南
大
、
岡
山
理
科

大
、
就
実
大
な
ど
に
延
べ
１
３
７
人
が
合
格
。

学
校
概
要

次を見通せる「F
ふ ら つ く

RATCサイクル」
笹埜さんは、「瀬戸高　６つの力」や岡山県が推進する
「夢育」、文部科学省が示した「探究のサイクル」など
を踏まえて「FRATCサイクル」を開発した。同校と笹
埜さんは、そのサイクルを、探究学習や生成ＡＩの活
動の土台としており、進捗や生徒の状況を確認しなが
ら活動の目線合わせをしている。当初は「Ａ」がなく、
「FRTC」だったが、笹埜さんは、何度断られても諦め
ずに協力先を探し出した生徒などを目のあたりにし、
「Act（行動）」こそが探究学習の肝だと確信。Ａを中
央に据えた「FRATC」に改善した。「これからも生徒
から学び、よりよい活動としたい」と、笹埜さんは語る。

FRATCサイクル理論

※学校資料を基に編集部で作成。

＊３　コンピューターの操作時に入力や処理を促すメッセージや記号のことで、生成ＡＩの利用においてはユーザーが入力する指示や質問のことを指す。　
＊４　アイデアとマラソンをかけ合わせた造語で、グループで議論をしながら、アイデアをよりよくしていく方法。　＊５　政府統計の総合窓口。
＊６　オンライングラフィックデザインソフトウェア。生成ＡＩを活用したツールが搭載されており、オリジナル画像の作成や作業の効率化などができる。

伝える力／つながる力まとめ・
表現

整理・分析

情報の収集

課題の設定

CommunicateCommunicate

ThinkThink

FindFind

考える力

受け取る力

見つける力

ACT with AMBITIOUSACT with AMBITIOUS

ReceiveReceive

より良くなろうとする力

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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